

































































































































































高校期 71．93 19．30 4．82 3．95
大学1年 55．70 33．77 7．46 3．07
大学2年 40．94 44．88 10．24 3．94
大学3年 47．06 30．88 13．24 8．82





















高校期 4（1．8） 3（1．3） 26（11．4） 49（21．5）















高校期 18（7．9） 20（8．8） 24（10．5） 55（24．1） 29（12．7）

































q16－11 私生活から競技を意識するようにしている 0．76 0．05 －0．06
q16－5 スポーツについて自分で調べるようにしている 0．73 0．07 －0．08
q16－14 練習メニューを改善するようにしている 0．72 －0．06 0．05
q16－4 自主練習をするようにしている 0．69 －0．10 0．09
q16－55 競技について本を読んで勉強するようにしている 0．67 －0．08 －0．05
q16－3 指導者にアドバイスを求めるようにしている 0．65 －0．01 0．09
q16－45 練習についてノート（練習日誌）をつけるようにしている 0．64 －0．13 －0．11
q16－25 新たな練習法に挑戦するようにしている 0．63 0．31 －0．15
q16－60 指導者と意見交換をするようにしている 0．61 －0．18 0．30
q16－48 他大学の選手の情報を調べるようにしている 0．60 0．01 0．13
q16－65 自分が所属する組織の指導者以外にも指導をお願いするようにしている 0．60 －0．10 0．18
q16－6 他人よりも優れていると信じるようにしている 0．59 0．09 －0．27
q16－49 競技後のケアに気を付けるようにしている 0．46 0．09 0．24
q16－40 積極的に指導してもらうよう指導者へお願いするようにしている 0．46 0．08 0．22
第2因子：自己管理と自己反映（α＝0．92）
q16－33 年齢に関係なく他者のアドバイスを素直に聞き入れるようにしている －0．02 0．80 －0．01
q16－38 競技にプラスになりそうなことを取り入れるようにしている －0．11 0．77 0．18
q16－32 感謝の気持ちを持って競技に取り組むようにしている －0．15 0．75 0．17
q16－36 基本的なフォームを意識して練習するようにしている 0．09 0．72 －0．05
q16－37 多くの意見を聞いて取り入れるようにしている 0．01 0．70 0．02
q16－39 競技の妨げにならぬよう学業成績を下げないようにしている 0．00 0．68 －0．14
q16－34 健康・体調管理に気を付けるようにしている －0．02 0．65 0．14
q16－8 身体の状態を把握するようにしている 0．05 0．62 0．01










q16－23 長所を伸ばすようにしてる 0．18 0．59 －0．01
q16－18 睡眠に気を付けるようにしている 0．15 0．49 －0．06
第3因子：対競技活動意識（α＝0．93）
q16－43 辛い練習こそ乗り越えるようにしている 0．01 0．08 0．74
q16－30 集中して練習に取り組むようにしている －0．10 0．21 0．73
q16－41 意図をもって練習に取り組むようにしている 0．15 0．09 0．64
q16－54 自分に足りない部分を意識して練習するようにしている 0．21 0．07 0．62
q16－26 常に全力で取り組むようにしている 0．02 0．24 0．51
q16－52 モチベーションを高く保つようにしている 0．21 0．13 0．50
q16－63 精神面を鍛えるようにしている 0．18 0．20 0．49
q16－31 他人の良い部分をまねるようにしている －0．01 0．31 0．43
q16－57 自分に足りない部分を明確にするようにしている 0．21 0．17 0．41
因子間の相関
F1 競技力向上を意図した意識・行動 1．00 0．68 0．73
F2 自己管理と自己反映 1．00 0．66
F3 対競技活動意識 1．00





















（n＝196） 48．40（12．30） 47．92（9．00） 35．35（7．62）
女性






（n＝43） 48．93（10．61） 49．90（7．59） 36．76（6．46）
役職なし






（n＝62） 48．69（11．87） 48．80（8．52） 36．51（9．97）
2種目以下
























49．60（10．84） 48．39（11．69） 46．03（13．54） 46．64（11．79） ．367 n.s.
F2自己管理と自己反映 49．43（8．52） 47．63（7．97） 47．34（9．86） 46．64（8．10） ．248 n.s.














45．65（12．66） 47．27（10．90） 50．72（11．10） 50．03（11．53） ．050 n.s.
F2自己管理と自己反映 46．80（8．77） 48．06（8．26） 49．80（6．93） 49．03（9．24） ．222 n.s.
















50．75（11．85） 47．37（11．08） 46．72（9．52） 47．19（13．60） ．137 n.s.
F2自己管理と自己反映 51．74（6．33） 46．77（7．99） 49．09（7．38） 46．26（7．38） ．001 **
F3対競技活動意識 37．67（6．56） 35．06（7．25） 36．59（4．92） 34．16（9．08） ．072 n.s.
n.s.:not significant、＊＊：P＜0．01
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Exploratory Study on the Subjectivity of University Student Athletes
Naoyuki Niimi
Abstract: Until now, sports sociology has included research on how ath-
letes face problems and difficulties but overcome them by exercising their
subjectivity. However, studies have yet to clarify the concrete structure of
their subjectivity as exercised on a daily basis.
To research a hypothesis, therefore, a questionnaire survey was ad-
ministered to university student athletes as an exploratory study of their
subjectivity structure and of factors related to exercising their subjectivity.
Results showed that university student athletes’ subjectivity consisted
of three factors: (1) “consciousness and behavior intended to improve com-
petitiveness”; (2) “self-management and self-reflection”; and (3) “conscious-
ness of competition activity.” Comparison of these factor scores by ath-
letes’ attributes showed significant differences in the “self-management
and self-reflection” of individual competition performance trends. The fol-
lowing four hypotheses were obtained from these results:
1．University student athletes’ concrete structure of independence in-
cludes “consciousness and action intended to improve competitiveness,”
“self-management and self-reflection,” and “consciousness of competition
activity.”
2．University student athletes’ identities transform with the trend of
their individual competition records.
3．Athletes demonstrating improved competitive performances dem-
onstrate subjectivity of self-management.
4．Athletes improving their competitive performances demonstrate
subjectivity of self-reflection.
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